



















































































































































































































































































































カルバ農耕地域Ａ丘KALBAGARDEN， そうした地域間の貿易は活発にならないと いう仮(９） Mound
それぞ
で。
A･カルバ農耕地域Ａ丘には二つの丘がある。
れ100ｍほど離れている。北丘は４ｍほどの高さが
説を立てると， メソポタミアへ向かうペルシア湾、 エ
ジプトヘ向かう紅海の違いの説明が可能である。 ベル
あい 径４０ｍほどの方形丘である。 南丘は２５ｍほ
無釉土器のクッ
シア湾の内と外の違いは土器などの地域的広がりを知
どの高さで，
キング・ポッ
径は１５ｍほどである。 る手がかりになる。 遺跡の表面で観察される陶磁器
ﾄや施釉陶器が丘上で発見された〔 アデン湾岸とオマーン湾岸で類似I土， したものと．相
カルバ農耕地域Ｂ丘KAIRAGARDEN。 違したものがある。 流通する地域圏の広さが推定できMound
南北の
(10
カルバ農耕地域Ｂ斤は二つの丘からなる。 ペルシア湾岸と類似する陶磁器の広がりがオマーB。 るｃ
丘は２０ｍほど離れている。北丘は４５ｍほどの高さ
があり，径は４０ｍほどである。南丘は高さ３．０ｍほ
ど，径は３０ｍほどである。南丘では，施釉陶器片が
ン湾岸では見られた。しかし，ペルシア湾岸とアデン
湾岸の陶磁器は相違するものが多い（
遺跡について。オマーン湾岸では．ディバやカルバ
最近の中国陶磁器片とと もに発見された。北丘では施 の農耕地内や縁部で，
その斤の表面から，
た。そのうちのいく、
小さな低い丘を多数発見した。
釉陶器が発見されなかったが，無釉の土器片は南丘よ
りも多く散布していた。
士器の他に施釉陶器も採集でき
ちのいくつかは中期イスラーム時代に入る
ものであったが，大部分は18世紀以降のものであっ
た。また，丘の内部にイスラーム時代の廃嘘となった
家屋が存在するかどうかは，明確ではない。アデン湾
岸では，開発が遅れているため，残りのよい遺跡が多
かった。
今回の踏査は期間が短く，調査方法も地表面から観
カルバ農耕地域Ｆ丘KALBAul） ＧＡＲＤＥＮ，Mound
カルバ農耕地域Ｆ丘には．１０以上の丘が見られ
Ｆ
Ｒ
ろ
英国隊によって発掘されている丘では石積壁が発
見されている。
⑫コール
KhawrKalbat
無釉の土器が主に採集されている。
コー ・カルバ砦ＫＨＡＷＲＫＡ１ＢＡＦＯＲＴ、ｏｌｄ
最近になって廃嘘となったコーｔｏｗｎ、
先イスラーカルバ町の海岸に近い部分に位置する砦である｡ 察するだけという限られたものであった〔几
ム時代の遺跡を発見するほうがはるかＩ大きな方形の平面形をもち，角に四つの円形塔があ 二容易なことで
石造り墓はワディのなかの地表面に今も見えるある，19-20世紀ころの陶磁器片が大量に砦内の地表面る。
からである。 ９世紀から16世紀にかけてのイスラームに散乱している。
⑬コール・カルバKHAWRKALBAthesection
ofthesouthemoutsideoftherumedtown。古い小さな
時代の都市遺跡は、 現在の家屋の下に埋もれているか
適当な丘や遺跡に試掘を行えば．もしれない。 初期あ
るいは中期イスラーム時代の遺跡が発見されるであるカルバの港の近くにある（白いモスクがコール・
クの南西部．すなわセ
モス
う。今回の踏査で， 発掘調査に適する遺跡の位置と存なわち廃嘘となったコール ・カルバの
東力訂海，南 在形態をとらえることができたこと 'よ成果である。町の南部に平坦な地が広がる。平坦地は，
